
ジネット・ヌヴーと キーのヴァイオリン協奏1111の録音[3]、ヨーロッパ・

ブラームスのヴァイオリン協奏曲 ツアー、同年夏には南アフリカ・ツアーが予定され

板倉重雄 ていた[4]。このように、ヌヴーは生前よりII!界の

音楽愛好家から熱狂的な人気を獲得し、突然

ジネット・ヌヴーは、 今から100年前の1919年8 の死により伝説的な存在となった。フランスの衝

月IHIパリで生まれ、 70年前の1949年10月28 黙は大きく、政府は勲三等レジオンドヌール勲卒

日、 5度目の渡米の途上、飛行機がアゾレス諸島 を彼女に授与し、パリ市議会はパリ18区の通り

に膀落し、 1位か30歳で亡くなった伝説の犬オ に彼女の名をつけることを議決した。また、フラ

ヴァイオリニストである。 ンスだけでなく世界各地で彼女の追悼演奏会

「内ffii性、熱梢、力強さ、抒梢性、 音楽的知 がIIりかれたほどだった[2]。

性のすべてを仙えたパリジェンヌ。見る人の目を 音楽家の家系に生まれたヌヴーは、 5歳のとき

魅了するl勺衣の尼俯にも似た・舞台姿」（ワール にlサ親にヴァイオリンのてほどきを受け、その後、

ド・テレグラム紙、ロバート・バーガー／加藤具ニ リン・タリュエル(LineTalluel)夫人に学んだ。

訳） [!] 夫人によると「そんなにむずかしくないところだ

1947年11月131:1と14Elの両1:1、シャルル・ミュン し、もう上手に弾けているから、紬習しなくてもい

シュ指揮ニューヨーク・フィルとプラームスのヴァイ いわよ」と言っても、幼いジネットは「もっと練習す

オリン協奏1111を演奏し、このような讃辞を得たヌ ればもっときれいに弾けるわ」と紬習を続けたと

ヴーは、師シーズン、アメリカに招かれるように いう[5]。そして、 7歳のときピエルネ指揮コロンヌ

なっていた。1949年は1月に続いての訪米で、 箭弦楽団と共演し、パリのガヴォー音楽‘；店でプ

兄でイヴ・ナットl"J下のピアニスト、ジャン・ヌヴー ルッフのヴァイオリン協奏1111第1番を；；ijiいてデ

とともにセントルイス、サンフランシスコ、ロサンゼ ピューする、という天才ぶりを示している[2]。巨 ， 

ルス、シカゴを含む21の都市で演奏し、 11月30 匠ジョルジュ・エネスコに帥事した後、 11歳でパ

Elのカーネギーホールでツアーを終える予定だっ リ音楽院のジュール・プーシュリのクラスに入学

た[2]。翌1950年にはスイスの名ビアニスト、エト し、たった8カ月で一~'!':政を収り、卒業している。

ヴィン・フィッシャーとのプラームスのヴァイオリン・ こんな短期間で卒業したのは半世紀前のヴィエ

ソナタの緑音や、ベートーヴェンとチャイコフス ニャフスキ以来だった[6]。1931年に出楊した



ウィーン国際コンクールでは第4位に留まったもの で別の意味をもつようになりました。それは無くて

の、布1且」のカール・フレッシュを感勅させ、 4年 はならないものになったのです」[8]

に渡って指祁を受けることとなった。そして1935 この間、 1943年6月21日にパリのサル・ガヴォー

年、 16歳のときワルシャワで1Jft1椛されたヴィエニャ でプーランクのヴァイオリン・ソナタを作JIii者のビ

フスキ国際ヴァイオリン・コンクールで、 30歳以 ド アノとともに初浙したことは特箪される出米事だ

の180名の1、t募者を抑えての俊勝。第2位は当 ろう[9]。

時27歳のダヴィ ッド•オイストラフだった 。 1 936年 パリ解放後、ヌヴーは世界的な祇奏活動を再

にはハンプルクでヨッフムの指揮によりプラーム !!ft 。 イギリスに渡って 1945年 3月 1 2 1~にはロンドン

スのヴァイオリン協奏Jillを弾き、大成功を収め のウイグモア・ホールでリサイタルをIJりき(2)、3月

た(7〕。 ソヴィエト、アメリカやロシアにもデピュー 24日にはロイヤル・アルパート・ホールでベートー

した。彼女はドイツで人気が高く、初の森業録音 ヴェンの協奏JIiiを演奏、絶賛をt敗した(6)。jrrj年

は1938年4月13[1、ベルリンでのクライスラー、 11月211-1、再びイギリスを訪れたヌヴーは炎

スーク、ショパン、グルック、パラデイスの小品の HMVへの初緑行、シベリウスのヴァイオリン協

録音だった(2)。翌年1939年3月には、同じくベル 奏曲をたった1日で緑り終えた。プロデューサー

リンで、この年75歳を迎えたR.シュトラウスのヴァ のウォルター・レッグによると録音は午後2時に始

イオリン・ソナタを録音した〔2)。 まり、 1時間半の休憩を挟んで午後10時に終了。

1940年6月、パリはナチス・ドイツに占領され、 ヌヴーは休憩11.¥'liりもヴァイオリンをさらい、午後8

ヌヴーの国際的なキャリアは一時停滞することと 時頃には顎と首から出Jfllしていたが、録音修了

なる。この間、ヌヴーはドイツからの招聘をすべ 後には当時勉強中だったウォルトンの協奏JIiiを

て1折り、パリから離れず、｛崩かに開かれるコン 全l川一人で弾いて見せたという。彼女は細身

サートのほかは、楽1111の研究と1在El5時間の練習 ながら長身で力強く、サイクリングや水泳を愛

に打ち込んだ。兄ジャンとのデュオ・チームができ するヴァイタリティに溢れた女性だったと伝えら

たのも1942年のことである[2)。ヌヴーは述悛し れるが、そのことを裏付けるエビソードと言える

ている。 だろう[3]。

「占領下の生活はとても苦しく、未来もまた）く シベリウスの録音から事故死までのヌヴーの

変不確かでしたので、音楽はわたしの生活の中 世界を股にかけた活躍ぶり、すさまじい強行日



程ー後から見れば「生き怠ぎ」ーにはまった＜梵

かされる。1946年には二度イギリスを訪れツアー

と録音（プラームスのヴァイオリン協奏1111の商菜

銀音も含まれる）を行い、 1947年には南北アメリ

力を、 1948年にはイギリス、オーストラリア、アメリ

力を浙奏旅行。とくに1948年10月から翌年1月の

アメリカでは20を超える都市で計60lrnものコン

サートをIJH< 1~, f 1'・,1, だった。

戦後の4年の間、 彼女がオーケストラとともに

ひんばんに取り上げた1111[1は、ペートーヴェン、プ

ラームス、シベリウスの協奏11!1、ショーソンの（詩

11!1)、ラヴェルの（ツィガーヌ）である。とくにプラー

ムスの演炎記録はIn"を抜き、共浙が判明した指

揮者だけでもデゾルミエール(15、48年）、ミュン

シュ(45、47年）、グッドール(46年）、パルピローリ

(47年）、クナッパーツプ・；；シュ(47年）、イッセル

シュテット(48年）、ヴォルフ (49年）、アンセルメ

(49年）、ドラティ (49年）と9人を数える[2][10]。

CDにしてたった7枚しかない、彼女の録音逍韮

の中で、下，記にぷすように4種もの録音が残され

たのである。

① 19,15年8月16-1811 ドプロウェン指揮フィル

ハーモニアW(セッション録音）

② 1948年4月2511 デゾルミエール指揮フラン

ス l•I ,i: 行（パーデンパーデン・ライヴ）

③ 1948年5))3「I S: イッセルシュテット指揮北

ドイツ放送押（ハンプルク・ライヴ）

④ 1949年6月1011 ドラティ指J,11ハーグレジテ：

ンティ符（ハーグライヴ＝当CD)

実際、プラームスのヴァイオリン協奏1111はヌ

ヴーの芸術家としての特質、テクニックの力強

さ、 1Efi/ri無比な左手、奔放I全l在な右腕、演奏表

現の，1：l脱さ、）計性の類稀なパッション、といった

ものを発揮すれば発揮するほど、作品もまた生き

る、という炸せな関係をもった作品だったのであ

る。彼女とこの作品を共演したパルピローリは次

のように,.. 1想する。「すべてがとても論珊(Iりで、

災しく彫琢されていた」[II)「私たちは全1111を休

みなく、 一，iも，i染を発せずにiii'i奏しとおした。

彼女とのリハーサルは、話す必災など全くなかっ

た。以前クライスラーとこの11!1をi貨奏して以米、

体験したことのなかった音楽的なii均足感が心の

底から燃えてくるのを感じた」[8)。

「論理的」というのは典味深い指摘だが、イギ

リスの音楽評論家、タリー・ポッターも次のように

指摘する。「彼女はナディア・プーランジェに作1111

を学んで以米、造形の感詑に敏感だった。第1

楽邸でカデンツアが始まる前までのタイミングは、

フーペルマン、プッシュ、シゲティ、ハイフェッツと

いった名手たちに比較できる」(2)。つまり、プラー

ムスの「迎く、そして急がずに」の指定を守って、

テンポを走らないことを指摘しているのだ。1,-;J様



なことが節3楽意にも言え、前のめりのリズムにな

る演奏が多いところ、ヌヴーのリズムは一つ一つ

杭を打つように力強く、立1本的で、熱狂的であり

ながらも音楽を立派に構築してゆくのである。こ

うした基本的なコンセプトは4つの録音に共通し

ている。4つの録音のタイミングを較べてみよう。

① 21分23秒/9分8秒/7分48秒

② 22分19秒/9分30秒/8分19秒

③ 22分15秒/9分41秒/7分59秒

④ 21分56秒/9分9秒/8分2秒

②と③は813辿いで、タイミングも似迎ったもの

となっている。それに対し、 ①と④は明らかに第

2楽意のテンポが②③よりも速い。ただ、 ①の場

合、 SPレコードの片而の収録時間の限界が4分

半ということで、 21ffiに収めるための配I.慇だった

可能性が邸い。④のテンポは死の年の彼女の

寇息と見るべきだろう。

「ヴァイオリンは私の職業ではなく、 1史命なの

です。i演奏家にとって大切なのは、自分の個件

を深めてゆくことです。いつもHじようにiiii奏する

ようになったらもう駄1,1、私は弾くたびに良くなっ

てゆきたい」(12)

‘常に今のi演奏を過去以上のものとしたいと

l,!fiっていた彼女の、最後のプラームスのヴァイオ

リン協奏1111のライヴ録音が、以前出たCDとは比

較にならないほどの館（明な音質で鮮った価龍［は

川り知れないものがあると言えるだろう。
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www.kna心 Iu b.com/kna/kna-archi v / q_ 

k na-concert07.html) 
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